
【
注
意
事
項
】

１
　
審
査
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
，
こ
の
問
題
冊
子
の
中
を
見
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２
　
解
答
用
紙
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）
は
２
枚
あ
り
ま
す
。
切
り
離
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

３
　
解
答
用
紙
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）
は
，
２
枚
そ
れ
ぞ
れ
に
下
記
に
従
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
　
記
入
は
，
H
B
の
鉛
筆
を
使
用
し
，
該
当
す
る

の
枠
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
丁
寧

に
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　
	

マ
ー
ク
例
	
（
良
い
例
）

	
	

（
悪
い
例
） 　
　
　
　
　

○
　
訂
正
す
る
場
合
は
，
消
し
ゴ
ム
で
完
全
に
消
し
て
く
だ
さ
い
。

○
　
氏
名
，
受
審
す
る
教
科
・
科
目
，
受
審
種
別
，
受
審
番
号
を
，
該
当
す
る
欄
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ま
た
，
併
せ
て
，
右
の
例
に
従
っ
て
，
受
審
番
号
を
   

　
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
正
し
く
マ
ー
ク
（
正
し
い
選
択
問
題
へ
の
解
答
及
び

　
マ
ー
ク
）
し
て
い
な
い
と
，
正
確
に
採
点
さ
れ
ま
せ
ん

　
の
で
，
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　
記
入
例

                                                    　
　
　
　
　
　
　
  （
受
審
番
号
１
２
３
４
５
の
場
合
）

４
　
解
答
は
，
解
答
用
紙
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）
の
解
答
欄
を
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
， 解

答
記
号

ア
と
表
示
の
あ
る
問
い
に
対
し
て
b
と
解
答
す
る
場
合
は
，
下
の
（
例
）
の
よ

う
に
ア
の
解
答
欄
の

を
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

（
例
）

　
　
な
お
，
一
つ
の
解
答
欄
に
対
し
て
，
二
つ
以
上
マ
ー
ク
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

５
　
選
択
問
題
は
，
受
審
す
る
校
種
の
問
題
に
つ
い
て
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

６
　
筆
記
審
査
（
専
門
教
養
）
が
終
了
し
た
後
，
解
答
用
紙
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）
の
み
回
収
し
ま
す
。

監
督
者
か
ら
指
示
が
あ
れ
ば
，
こ
の
問
題
冊
子
を
，
各
自
，
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
31年

度
高
知
県
公
立
学
校
教
員
採
用
候
補
者
選
考
審
査

筆
記
審
査
（
専
門
教
養
）

中
学
校
　
国
語
　
　
高
等
学
校
　
国
語

受
審
番
号

氏
　
　
名





二
六
の
一

第
１
問　

次
の
１
〜
５
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

１　

次
の
(1)
〜
(4)
の
傍
線
部
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
選
び
な
さ
い
。

(1)　

こ
れ
だ
け
練
習
し
た
の
だ
か
ら
、
優
勝
の
セ
イ
サ
ン
は
あ
る
。

ア

a　

時
代
に
合
っ
た
新
し
い
法
律
を
セ
イ
テ
イ
す
る
。

b　

セ
イ
リ
ョ
ク
的
に
た
ま
っ
て
い
た
仕
事
を
こ
な
し
た
。

c　

難
病
を
治
す
薬
の
開
発
に
セ
イ
コ
ウ
し
た
。

d　

欲
を
出
さ
ず
に
、
セ
イ
ヒ
ン
に
甘
ん
じ
た
生
活
を
送
る
。

e　

新
し
く
開
発
し
た
自
動
車
の
セ
イ
ノ
ウ
を
試
し
て
み
る
。

(2)　

野
菜
の
ソ
ク
セ
イ
栽
培
を
実
施
し
て
出
荷
時
期
を
早
め
た
。

イ

a　

キ
ュ
ウ
ソ
ク
に
発
達
し
た
台
風
が
週
末
に
九
州
地
方
に
上
陸
し
た
。

b　

支
払
い
期
限
を
過
ぎ
た
た
め
、
銀
行
か
ら
ト
ク
ソ
ク
の
通
知
が
き
た
。

c　

デ
パ
ー
ト
の
催
事
場
で
、
展
示
ソ
ク
バ
イ
会
を
行
う
。

d　

彼
は
独
特
な
画
法
で
そ
の
時
代
に
大
き
な
ソ
ク
セ
キ
を
残
し
た
。

e　

他
県
に
住
む
親
戚
か
ら
ソ
ク
サ
イ
で
暮
ら
し
て
い
る
と
の
電
話
が
あ
っ
た
。

(3)　

お
中
元
に
ホ
ウ
コ
ウ
を
放
つ
果
物
を
贈
っ
た
。

ウ

a　

懸
案
の
事
項
に
つ
い
て
、
相
手
方
と
ホ
ウ
カ
ツ
的
な
合
意
に
至
る
。

b　

こ
の
山
の
南
側
に
は
ホ
ウ
ジ
ョ
ウ
な
土
地
が
広
が
っ
て
い
る
。

c　

病
気
が
カ
イ
ホ
ウ
へ
と
向
か
い
、
家
族
の
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
。

d　

結
婚
式
の
受
付
で
、
ホ
ウ
メ
イ
帳
に
記
入
す
る
。

e　

外
国
を
レ
キ
ホ
ウ
し
て
、
粘
り
強
く
貿
易
の
折
衝
を
行
っ
た
。

(4)　

厳
し
い
状
況
だ
け
れ
ど
も
、
辛
抱
が
カ
ン
ヨ
ウ
だ
。

エ

a　

今
日
の
講
師
の
話
は
、
簡
に
し
て
ヨ
ウ
を
得
た
説
明
だ
っ
た
。

b　

情
け
ヨ
ウ
シ
ャ
な
く
、
厳
し
い
態
度
で
臨
む
。

c　

人
材
を
う
ま
く
カ
ツ
ヨ
ウ
し
て
、
会
社
の
業
績
を
上
げ
た
。

d　

ヨ
ウ
の
東
西
を
問
わ
ず
、
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
現
象
だ
。

e　

ジ
ヨ
ウ
の
あ
る
も
の
を
食
べ
て
、
体
力
を
回
復
す
る
。



二
六
の
二

２　

次
の
(1)
・
(2)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

(1)　

ふ
り
が
な
の
間
違
っ
て
い
る
熟
語
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

オ

a　

潑は
つ

剌ら
つ　

　

b　

旱か
ん

魃ば
つ　

　

c　

怯
き
ょ
う
懦だ
　
　

d　

嘱
し
ょ
く

託た
く　

　

e　

冶ち

金き
ん

(2)　
「
勿
」
と
い
う
字
を
構
成
す
る
部
首
「
勹
」
の
名
称
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中

か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

カ

a　

け
い
が
し
ら　
　

b　

す
い
に
ょ
う　
　

c　

ふ
し
づ
く
り　
　

d　

つ
つ
み
が
ま
え　
　

e　

お
お
が
い

３　

次
の
(1)
〜
(3)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

(1)　

次
の
四
字
熟
語
と
そ
の
意
味
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
適
切
で
な
い
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

キ

a　

軽
挙
妄
動　

→　

よ
く
考
え
ず
に
、
軽
は
ず
み
な
行
動
を
と
る
こ
と
。

b　

融
通
無
礙　

→　

思
考
や
行
動
が
自
由
で
、
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
。

c　

不
倶
戴
天　

→　

目
的
は
異
な
る
が
、
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
難
題
に
立
ち
向
か
う
こ
と
。

d　

同
床
異
夢　

→　

い
っ
し
ょ
に
行
動
し
な
が
ら
、
別
の
考
え
方
を
し
て
い
る
こ
と
。

e　

千
篇
一
律　

→　

ど
れ
も
が
同
じ
調
子
で
、
変
化
に
乏
し
い
こ
と
。

(2)　

慣
用
句
の
使
い
方
と
し
て
適
切
で
な
い
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。	

ク

a　

最
近
あ
ま
り
に
も
忙
し
く
て
、
首
が
回
ら
な
い
ほ
ど
仕
事
が
溜
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

b　

文
化
祭
で
の
彼
の
演
技
は
堂
に
入
っ
て
い
て
、
と
て
も
素
晴
ら
し
く
観
客
を
魅
了
し
た
。

c　

議
論
が
白
熱
し
、
な
か
な
か
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
社
長
の
鶴
の
一
声
で
決
定
し
た
。

d　

長
い
間
、
一
生
懸
命
働
い
て
、
よ
う
や
く
猫
の
額
ほ
ど
の
土
地
を
買
っ
て
家
を
建
て
た
。

e　

い
ろ
い
ろ
と
不
備
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
計
画
を
白
紙
に
返
し
た
い
。



二
六
の
三

(3)　
「
二
階
か
ら
目
薬
」
と
類
似
し
た
意
味
を
持
つ
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ

い
。

ケ

a　

百
発
百
中

b　

針
小
棒
大

c　

当
意
即
妙

d　

暗
中
模
索

e　

隔
靴
搔
痒

４　

次
の
(1)
・
(2)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

(1)　

次
の
各
文
に
含
ま
れ
る
「
で
」
に
つ
い
て
、
断
定
の
意
味
を
表
す
助
動
詞
で
あ
る
も
の
を
、
次
の

ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

コ

a　

あ
の
人
は
先
生
で
あ
る
。

b　

バ
ス
で
旅
行
を
す
る
。

c　

雨
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

d　

海
が
穏
や
か
で
よ
い
。

e　

彼
は
来
る
そ
う
で
あ
る
。

(2)　

次
の
各
文
の
傍
線
部
「
の
」
に
つ
い
て
、
体
言
代
用
の
用
法
で
使
わ
れ
て
い
る
格
助
詞
で
あ
る
も

の
を
、
次
の
ａ
～
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

サ

a　

他
に
も
た
く
さ
ん
面
白
い
遊
園
地
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
そ
こ
に
行
く
の
。

b　

こ
ん
な
に
遊
ん
で
ば
か
り
い
る
よ
う
で
は
、
合
格
す
る
の
は
困
難
だ
。

c　

九
月
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
秋
の
風
が
吹
く
よ
う
に
な
っ
た
。

d　

月
の
明
る
い
夜
だ
か
ら
、
一
緒
に
散
歩
に
出
か
け
よ
う
。

e　

遊
び
に
来
た
友
だ
ち
に
、
部
屋
が
狭
い
の
汚
い
の
と
文
句
を
言
わ
れ
た
。



二
六
の
四

５　

次
の
(1)
〜
(4)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

(1)　

次
の
説
明
に
該
当
す
る
作
品
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ

い
。

シ

　

近
松
門
左
衛
門
作
の
時
代
物
浄
瑠
璃
で
あ
り
、
正
徳
五
年
に
大
坂
竹
本
座
初
演
。
明
の
遺
臣
鄭
芝

竜
と
日
本
人
女
性
と
の
間
に
生
ま
れ
た
和
藤
内
が
、
大
陸
に
渡
り
、
明
国
再
興
の
た
め
に
力
を
尽
く

す
物
語
。
中
国
と
日
本
を
舞
台
に
し
た
雄
大
な
構
想
が
人
気
を
呼
び
、
十
七
ヶ
月
に
わ
た
る
大
当
た

り
の
興
行
と
な
っ
た
。

a　

春
雨
物
語　
　

b　

曾
根
崎
心
中　
　

c　

冥
途
の
飛
脚　
　

d　

椿
説
弓
張
月

e　

国
姓
爺
合
戦

(2)　

次
の
説
明
に
該
当
す
る
文
学
者
と
し
て
適
切
な
人
物
名
を
、
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び

な
さ
い
。

ス

　

明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
、
福
岡
県
に
生
ま
れ
る
。
早
大
予
科
を
中
退
後
、
船
員
、
セ
メ
ン

ト
会
社
工
務
員
、
新
聞
記
者
、
ダ
ム
工
事
作
業
員
な
ど
の
職
を
転
々
と
す
る
中
で
、
ロ
シ
ア
思
想
と

左
翼
運
動
に
深
く
か
か
わ
る
。
そ
の
間
、
二
度
検
挙
さ
れ
、
初
期
の
名
作
の
多
く
は
そ
の
獄
中
で
書

か
れ
た
。「
淫
売
婦
」
と
「
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
」
で
注
目
さ
れ
、
船
員
時
代
の
過
酷
な
経
験

に
取
材
し
た
長
編
『
海
に
生
く
る
人
々
』（
大
正
十
五
年
）
で
世
評
を
確
立
。
の
ち
左
翼
へ
の
弾
圧

が
強
ま
る
と
、
東
京
か
ら
信
州
へ
移
住
し
、
執
筆
活
動
を
続
け
た
。

a　

横
光
利
一　
　

b　

黒
島
伝
治　
　

c　

葉
山
嘉
樹　
　

d　

小
林
多
喜
二　
　

e　

徳
永
直



二
六
の
五

(3)　

次
の
俳
人
の
俳
風
や
作
品
に
関
す
る
説
明
と
し
て
誤
っ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら

一
つ
選
び
な
さ
い
。

セ

a　

小
林
一
茶
は
、
江
戸
時
代
、
文
化
文
政
期
の
俳
人
と
し
て
知
ら
れ
、
方
言
・
俗
語
を
用
い
た
生

活
感
の
あ
る
俳
風
を
特
徴
と
し
た
。『
幻
住
庵
記
』
な
ど
の
作
品
の
他
、「
初
時
雨
猿
も
小
蓑
を
欲

し
げ
な
り
」
な
ど
の
句
が
あ
る
。

b　

山
崎
宗
鑑
は
、
室
町
・
戦
国
時
代
の
連
歌
師
・
俳
人
で
あ
る
。
庶
民
的
で
、
と
き
に
卑
俗
な
滑

稽
や
機
知
を
特
色
と
し
た
俳
人
と
し
て
知
ら
れ
、
当
時
、
連
歌
の
余
興
的
に
扱
わ
れ
て
い
た
俳
諧

を
整
理
発
展
さ
せ
、
俳
諧
撰
集
の
草
分
け
で
あ
る
『
犬
筑
波
集
』
を
編
ん
だ
こ
と
で
も
有
名
で
あ

る
。

c　

松
尾
芭
蕉
は
、
江
戸
時
代
、
元
禄
期
の
俳
人
と
し
て
知
ら
れ
、
当
初
、
貞
門
俳
諧
に
親
し
ん
だ

が
、
後
に
「
さ
び
」
を
根
本
理
念
と
し
た
蕉
風
俳
諧
を
確
立
し
、
多
く
の
門
弟
を
育
て
た
。
旅
人

と
し
て
多
く
の
名
句
や
紀
行
文
を
残
し
た
漂
泊
の
俳
人
で
、『
野
ざ
ら
し
紀
行
』『
奥
の
細
道
』
な

ど
の
作
品
が
あ
る
。

d　

松
永
貞
徳
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
俳
人
で
、
貞
門
俳
諧
の
指
導
者
と
し
て
知
ら
れ
、
俳
言
（
和

歌
・
連
歌
に
は
用
い
な
い
俗
語
や
漢
語
）
や
縁
語
・
掛
詞
を
使
用
し
、
上
品
で
機
知
に
富
ん
だ
言

語
遊
戯
を
特
徴
と
し
た
。『
新
増
犬
筑
波
集
』『
俳
諧
御
傘
』
な
ど
の
作
品
が
あ
る
。

e　

与
謝
蕪
村
は
、
江
戸
時
代
、
天
明
期
の
俳
人
と
し
て
知
ら
れ
、「
芭
蕉
へ
帰
れ
」
と
い
う
蕉
風

復
興
運
動
を
起
こ
し
た
。
俳
風
は
浪
漫
的
・
絵
画
的
で
「
菜
の
花
や
月
は
東
に
日
は
西
に
」「
春

の
海
終
日
の
た
り
の
た
り
か
な
」
な
ど
の
句
が
有
名
で
あ
る
。



二
六
の
六

(4)　

次
の
近
・
現
代
の
作
家
に
関
す
る
説
明
と
し
て
誤
っ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一

つ
選
び
な
さ
い
。

ソ

a　

森
鷗
外
は
、
歴
史
小
説
、
史
伝
で
独
自
の
境
地
を
開
い
た
明
治
時
代
の
文
豪
で
あ
り
、「
即
興

詩
人
」「
渋
江
抽
斎
」
な
ど
の
代
表
作
が
あ
る
。
ま
た
、「
雁
」
は
恋
を
通
し
て
自
ら
の
生
き
方
に

目
覚
め
た
薄
幸
の
女
性
が
、
偶
然
の
た
め
に
そ
の
恋
を
成
就
で
き
ず
に
終
わ
る
悲
し
い
運
命
を
描

い
た
作
品
で
、
鷗
外
の
現
代
小
説
の
傑
作
と
さ
れ
る
。

b　

志
賀
直
哉
は
、
明
治
末
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
作
家
で
あ
り
、
武
者
小
路
実
篤
ら
と

同
人
雑
誌
「
白
樺
」
を
創
刊
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
簡
潔
な
文
体
と
的
確
な
描
写
で
独
自
の
文

学
を
確
立
し
た
。「
暗
夜
行
路
」
は
自
伝
的
か
つ
作
者
唯
一
の
長
編
小
説
で
、
自
我
形
成
に
苦
悩

し
、
自
己
と
自
然
と
の
合
一
と
い
う
調
和
的
世
界
を
求
め
る
主
人
公
、
時
任
謙
作
の
生
き
方
を
描

い
た
作
品
で
あ
る
。

c　

田
山
花
袋
は
、
主
と
し
て
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
活
躍
し
、「
私
小
説
」
へ
の
道
を
開
い
た

自
然
主
義
作
家
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
に
発
表
し
た
「
蒲
団
」
は
、

自
身
の
私
生
活
を
題
材
に
、
中
年
作
家
の
女
弟
子
へ
の
恋
心
を
大
胆
に
告
白
し
た
小
説
で
あ
り
、

自
然
主
義
文
学
の
記
念
碑
的
作
品
と
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
私
小
説
の
展
開
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。

d　

中
島
敦
は
、
昭
和
を
代
表
す
る
作
家
の
一
人
で
、
中
国
古
典
の
教
養
と
知
的
表
現
力
で
独
自
の

文
学
を
構
築
し
た
。
近
代
知
識
人
の
苦
悩
や
絶
望
し
た
自
我
を
鋭
く
分
析
し
、「
山
月
記
」「
李

陵
」
な
ど
の
中
国
古
典
を
題
材
に
し
た
作
品
が
あ
る
。
ま
た
、
一
方
で
優
れ
た
短
編
小
説
も
著

し
、「
忠
直
卿
行
状
記
」
や
「
恩
讐
の
彼
方
に
」
な
ど
は
高
い
評
価
を
受
け
た
。

e　

谷
崎
潤
一
郎
は
、
明
治
末
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
作
家
で
あ
り
、
官
能
的
な
女
性
美

を
追
求
し
た
耽
美
派
に
属
す
る
。
耽
美
派
の
作
品
と
し
て
は
「
痴
人
の
愛
」
が
有
名
で
あ
る
が
、

一
方
で
古
典
的
伝
統
美
へ
の
回
帰
も
深
め
た
。
代
表
作
『
細
雪
』
は
昭
和
二
十
三
年
に
刊
行
さ
れ

た
長
編
小
説
で
、
大
阪
船
場
の
旧
家
を
舞
台
に
、
個
性
的
な
四
姉
妹
が
織
り
な
す
華
や
か
な
日
常

を
王
朝
絵
巻
物
風
に
描
い
た
作
品
で
あ
る
。



二
六
の
七

第
２
問　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 



二
六
の
八

　

（
高
村
光
太
郎
『
緑
色
の
太
陽
』
の
な
か
の
「
彫
刻
十
個
条
」
よ
り
。
な
お
、
表
記
は
原

文
に
し
た
が
っ
た
。）

１　

傍
線
部
①
「
い
か
な
る
断
片
も
意
味
を
有
す
る
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
内
容
の
説
明
と

し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

a　

彫
刻
の
断
片
は
素
描
さ
れ
た
立
体
感
を
構
成
し
て
い
る
一
部
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

b　

彫
刻
の
断
片
は
立
体
感
を
失
っ
て
も
原
始
的
な
喜
び
は
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

c　

彫
刻
の
断
片
は
ど
れ
も
立
体
感
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
彫
刻
の
本
質
を
内
に
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

d　

彫
刻
の
断
片
は
全
体
に
劣
ら
な
い
独
立
的
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

e　

彫
刻
の
断
片
は
そ
れ
ぞ
れ
が
何
の
ど
の
部
分
な
の
か
が
は
っ
き
り
分
か
る
と
い
う
こ
と
。 



二
六
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九

２　

傍
線
部
②
「
眼
目
」
の
文
章
中
に
お
け
る
意
味
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中

か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

イ

a　

欠
点

b　

視
点

c　

接
点

d　

要
点

e　

論
点

３　

傍
線
部
③
「
善
き
彫
刻
は
悪
し
く
写
り
、
悪
し
き
彫
刻
は
善
く
写
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し

て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ウ

a　

写
真
で
は
、
彫
刻
を
人
形
と
し
て
し
か
捉
え
ら
れ
ず
、
彫
刻
の
情
念
姿
態
だ
け
を
く
っ
き
り
と
写

し
出
す
か
ら
。

b　

写
真
で
は
、
彫
刻
の
存
在
の
強
さ
を
捉
え
ら
れ
ず
、
目
で
見
て
取
れ
る
彫
刻
の
状
況
だ
け
は
っ
き

り
写
し
出
す
か
ら
。

c　

写
真
で
は
、
彫
刻
の
繊
細
な
技
巧
を
捉
え
ら
れ
ず
、
彫
刻
の
立
体
感
を
た
ん
な
る
空
間
的
集
合
と

し
て
写
し
出
す
か
ら
。

d　

写
真
で
は
、
彫
刻
が
も
た
ら
す
真
の
感
情
を
写
さ
ず
、
実
物
模
擬
の
色
彩
や
形
だ
け
を
よ
く
写
し

出
す
か
ら
。

e　

写
真
で
は
、
彫
刻
家
の
本
能
を
写
し
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
表
面
化
し
た
方
法
的
な
企
て
だ
け
を

写
し
出
す
か
ら
。

４　

文
章
中
の
（　

④　

）
に
当
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

エ

a　

無
機
的

b　

形
式
的

c　

概
念
的

d　

刹
那
的

e　

擬
似
的
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５　

傍
線
部
⑤
「
詩
の
魂
は
翼
を
持
つ
」
と
あ
る
が
、 

そ
の
内
容
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、

次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

オ

a　

詩
の
魂
は
牢
獄
の
よ
う
な
非
彫
刻
か
ら
抜
け
出
す
無
限
の
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

b　

詩
の
魂
は
彫
刻
を
無
視
し
て
他
の
芸
術
に
向
か
っ
て
飛
び
去
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

c　

詩
の
魂
は
真
の
芸
術
を
探
し
て
自
由
に
飛
び
回
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

d　

詩
の
魂
は
立
体
感
に
は
無
関
心
だ
が
偶
然
に
彫
刻
に
止
ま
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

e　

詩
の
魂
は
あ
ら
ゆ
る
芸
術
の
中
に
あ
っ
て
何
も
の
に
も
縛
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。

６　

傍
線
部
⑥
「
そ
の
た
め
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次

の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

カ

a　

詩
の
魂
は
彫
刻
的
特
質
と
は
本
来
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
た
め
で
あ
る
。

b　

真
の
彫
刻
は
変
幻
自
在
な
魔
法
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
た
め
で
あ
る
。

c　

立
体
感
が
な
け
れ
ば
芸
術
は
貧
寒
に
陥
る
と
い
う
こ
と
の
た
め
で
あ
る
。

d　

芸
術
は
詩
の
魂
に
よ
っ
て
窮
屈
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
の
た
め
で
あ
る
。

e　

彫
刻
家
が
彫
刻
的
特
質
と
詩
の
魂
を
同
時
に
持
つ
こ
と
は
な
い
た
め
で
あ
る
。

７　

文
章
中
の
（　

⑦　

）
に
当
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

キ

a　

人
生

b　

自
由

c　

彫
刻

d　

本
性

e　

詩
魂

８　

文
章
中
の
（　

⑧　

）
に
当
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ク

a　

万
象

b　

基
本

c　

革
命

d　

胚
胎

e　

子
房
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９　

傍
線
部
⑨
「
た
だ
」
の
品
詞
名
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ケ

a　

形
容
動
詞

b　

名
詞

c　

副
詞

d　

接
続
詞

e　

感
動
詞

10　

傍
線
部
⑩
「
人
い
ず
く
ん
ぞ
廋そ

う

さ
ん
や
」
の
文
章
中
に
お
け
る
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、

次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

コ

a　

詩
魂
と
彫
刻
と
の
関
係
を
ど
う
し
て
理
解
し
な
い
の
か
。

b　

自
分
の
技
術
の
至
ら
な
さ
を
ご
ま
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

c　

自
分
の
詩
魂
の
高
下
を
隠
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

d　

自
分
の
彫
刻
の
高
さ
深
さ
を
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

e　

ど
う
し
て
自
分
の
行
く
べ
き
道
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
か
。

11　

本
文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選

び
な
さ
い
。

サ

a　

冒
頭
で
彫
刻
と
は
何
か
に
つ
い
て
の
筆
者
の
主
張
を
提
示
し
た
う
え
で
、
筆
者
が
主
張
す
る
二
つ

の
点
に
つ
い
て
詳
述
し
、
最
後
に
彫
刻
家
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

b　

冒
頭
で
彫
刻
と
は
何
か
に
つ
い
て
二
つ
の
点
か
ら
問
題
を
提
起
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題

を
詳
細
に
検
討
し
、
最
後
に
共
通
す
る
問
題
に
対
す
る
結
論
を
述
べ
て
い
る
。

c　

冒
頭
で
彫
刻
の
本
質
に
つ
い
て
二
つ
の
点
を
踏
ま
え
て
一
般
論
を
述
べ
、
そ
れ
を
具
体
例
を
示
し

な
が
ら
批
判
的
に
検
討
し
、
最
後
に
そ
れ
ら
を
統
一
す
る
新
た
な
観
点
を
提
示
し
て
い
る
。

d　

冒
頭
で
彫
刻
と
は
何
か
に
つ
い
て
明
確
に
定
義
づ
け
て
か
ら
、
定
義
し
た
二
つ
の
点
の
関
連
性
を

詳
述
し
、
最
後
に
そ
れ
ま
で
の
主
張
に
は
な
い
新
た
な
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

e　

冒
頭
で
彫
刻
の
本
質
に
つ
い
て
結
論
を
述
べ
て
か
ら
、
提
示
さ
れ
た
二
つ
の
点
に
欠
け
て
い
る
問

題
に
つ
い
て
検
討
し
、
最
後
に
彫
刻
家
の
心
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
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12　

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

シ

a　

彫
刻
に
お
け
る
詩
は
文
学
に
お
け
る
詩
と
は
全
く
別
で
あ
る
。

b　

彫
刻
に
お
け
る
量
の
問
題
は
彫
刻
の
い
の
ち
と
は
関
係
が
な
い
。

c　

人
間
の
立
体
感
へ
の
渇
望
は
常
に
詩
へ
の
渇
望
に
基
づ
い
て
い
る
。

d　

写
真
は
撮
り
方
に
よ
っ
て
は
彫
刻
の
本
質
を
写
す
こ
と
が
で
き
る
。

e　

人
間
の
造
形
的
本
能
は
原
始
的
な
の
で
彫
刻
の
技
巧
や
意
図
を
妨
げ
る
。



二
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第
３
問　

中
納
言
の
皇
女
腹
の
姫
君
（
以
下
、
姫
君
）
の
噂
を
聞
き
、
文
を
送
る
四
位
の
少
将
（
以
下
、
少

将
）
だ
っ
た
が
、
姫
君
の
継
母
は
侍
女
と
共
謀
し
、
偽
っ
て
少
将
を
自
分
の
実
子
で
あ
る
三
の
君
の
婿
に

迎
え
る
。
ま
も
な
く
真
相
を
知
っ
た
少
将
は
、
春
の
嵯
峨
野
の
遊
覧
の
際
に
姫
君
を
垣
間
見
た
こ
と
で
、

思
慕
の
情
を
抑
え
か
ね
る
よ
う
に
な
る
。
や
が
て
姫
君
の
乳
母
が
亡
く
な
り
、
姫
君
の
頼
り
と
な
る
の
は

乳
母
子
の
侍
従
だ
け
と
な
っ
た
。
弔
問
に
訪
れ
た
少
将
は
、
侍
従
と
連
歌
を
唱
和
し
て
、
姫
君
へ
の
想
い

を
述
べ
る
。
次
の
文
章
は
、
そ
れ
に
続
く
場
面
で
あ
る
。
本
文
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

か
く
し
つ
ゝ
過
ぎ
行
く
程
に
、
少
将
、
い
よ
〳
〵
深
く
の
み
思
ひ
て
、「
只
一
く
だ
り
の
御
返
事
の
①
ゆ

か
し
き
な
り
。
や
す
き
程
の
事
を
。
人
の
願
ひ
叶
へ
給
へ
か
し
」
な
ど
言
ひ
て
、

　
　

秋
の
夜
の
草
葉
よ
り
な
ほ
あ
さ
ま
し
く
露
け
か
り
け
る
我
が
袂た
も
とか

な

な
ど
、
浅
か
ら
ぬ
様
に
②
聞
こ
え
け
れ
ば
、「
あ
ま
り
に
、
人
の
つ
れ
な
き
も
、
あ
は
れ
も
知
ら
ぬ
に
は

べ
り
」
と
て
、
歌
の
返
し
、
③
す
ゝ
め
け
れ
ば
、「
あ
は
れ
と
思
へ
ど
も
、
人
目
の
つ
ゝ
ま
し
さ
に
こ
そ
」

と
て
、

　
　

朝
夕
に
風
お
と
づ
る
ゝ
草
葉
よ
り
露
の
こ
ぼ
る
ゝ
袖
を
見
せ
ば
や

と
書
き
て
、
う
ち
置
き
給
ふ
を
、
侍
従
、
取
り
て
、

　
　

ゆ
か
り
ま
で
袖
こ
そ
濡
る
れ
武
蔵
野
の
露
け
き
な
か
に
入
り
そ
め
し
よ
り

と
書
き
添
へ
て
や
り
け
れ
ば
、
少
将
、
う
ち
見
て
、
④
嬉
し
さ
に
も
胸
騒
ぎ
て
、「
一
言
葉
の
御
返
事
に
、

世
の
中
の
背
き
が
た
く
。
侍
従
の
心
の
あ
り
が
た
さ
よ
」
と
て
、

　

⑤
武
蔵
野
の
ゆ
か
り
の
草
の
露
ば
か
り
わ
か
紫
の
心
あ
り
せ
ば

な
ど
、
言
ひ
通
は
す
程
に
、
夜
も
明
方
に
な
り
け
れ
ば
、
立
ち
帰
ら
ん
と
て
、

　
　

天
の
原
の
ど
か
に
照
す
月
か
げ
を
君
も
ろ
と
も
に
見
る
よ
し
も
が
な

と
な
ん
。
さ
れ
ど
も
、
こ
の
た
び
は
御
返
事
も
な
し
。

　

何
と
な
く
、
な
が
め
給
ひ
て
、
三
の
君
の
御
方
へ
お
は
し
て
見
給
へ
ば
、
⑥
何
心
な
く
お
は
す
る
を
、

い
と
ほ
し
く
て
、
御
物
語
な
ど
し
て
、
か
や
う
に
世
の
中
の
は
か
な
き
こ
と
を
仰
せ
つ
ゞ
け
ら
れ
、「
我
い

か
に
も
な
り
た
ら
ん
時
、
⑦
お
ぼ
し
め
し
出
し
な
ん
や
」
と
、
少
将
、
の
た
ま
へ
ば
、
三
の
君
、「
時
〳
〵

聞
こ
え
給
ふ
さ
へ
心
憂
く
お
ぼ
ゆ
る
に
、
ま
し
て
、
さ
も
あ
ら
ば
、
我
が
身
い
か
に
せ
ん
」
と
、
の
た
ま

ふ
も
、
さ
す
が
に
、
是
も
あ
は
れ
な
り
。
明
け
ぬ
れ
ば
、
立
ち
帰
ら
ん
と
し
給
へ
ば
、「
い
か
に
」
な
ど

聞
こ
ゆ
れ
ば
、
少
将
、

　
　

絶
え
な
む
と
思
ふ
も
の
か
ら
玉
か
づ
ら
さ
す
が
に
か
け
て
く
る
と
知
ら
な
ん

と
、
の
た
ま
へ
ば
、
三
の
君
、
い
と
あ
は
れ
に
思
ひ
給
ひ
て
、

　
　

絶
え
は
て
む
事
ぞ
か
な
し
き
玉
か
づ
ら
く
る
山
人
の
た
よ
り
思
へ
ば

と
、
の
た
ま
へ
ば
、
少
将
、
さ
す
が
に
見
捨
て
が
た
く
仰
せ
け
れ
ど
も
、
明
け
ぬ
れ
ば
帰
り
給
ひ
て
、

⑧
い
つ
し
か
御
文
あ
り
。
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⑨
白
露
を
と
も
に
お
き
居
て
は
か
な
く
も
秋
の
夜
す
が
ら
明
か
し
つ
る
か
な

か
く
申
し
給
へ
ど
も
、
ま
た
、
人
目
も
つ
ゝ
ま
し
さ
に
や
、
御
返
事
も
な
し
。

（『
住
吉
物
語
』
よ
り
）

侍
従
…
…
姫
君
に
仕
え
て
い
る
侍
女
。
姫
君
の
乳
母
の
娘
。

ゆ
か
り
…
人
間
的
な
つ
な
が
り
の
あ
る
人
や
、
血
縁
、
縁
者
。

１　

傍
線
部
①
「
ゆ
か
し
き
な
り
」、
⑥
「
何
心
な
く
お
は
す
る
を
」、
⑧
「
い
つ
し
か
」
の
解
釈
と
し
て

最
も
適
切
な
も
の
を
、
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

①　
「
ゆ
か
し
き
な
り
」

ア

a　

好
ま
し
い
の
で
す

b　

見
た
い
の
で
す

c　

あ
り
が
た
い
の
で
す

d　

な
つ
か
し
い
の
で
す

e　

渡
し
た
い
の
で
す

⑥　
「
何
心
な
く
お
は
す
る
を
」

イ

a　

ど
う
し
て
不
機
嫌
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
を

b　

他
の
こ
と
を
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
を

c　

無
邪
気
な
ご
様
子
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
を

d　

献
身
的
に
振
る
舞
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
を

e　

何
か
に
没
頭
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
を
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⑧　
「
い
つ
し
か
」

ウ

a　

す
ぐ
に

b　

知
ら
な
い
う
ち
に

c　

そ
の
う
ち

d　

い
つ
の
こ
と
だ
っ
た
か

e　

い
つ
ま
で
た
っ
て
も

２　

傍
線
部
②
「
聞
こ
え
」、
③
「
す
ゝ
め
」
の
主
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次
の	

ａ
〜
ｅ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

エ

a　

②　

少
将　
　

③　

姫
君

b　

②　

姫
君　
　

③　

少
将

c　

②　

姫
君　
　

③　

侍
従

d　

②　

侍
従　
　

③　

姫
君

e　

②　

少
将　
　

③　

侍
従

３　

傍
線
部
④ 

「
嬉
し
さ
に
も
胸
騒
ぎ
て
」
と
あ
る
が
、
誰
の
ど
の
よ
う
な
心
情
か
。
説
明
し
た
も
の
と

し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

オ

a　

少
将
か
ら
の
返
事
を
内
心
嬉
し
く
思
う
と
同
時
に
、
二
人
の
関
係
が
露
見
す
る
こ
と
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
「
姫
君
」
の
心
情
。

b　

侍
従
の
気
遣
い
に
は
感
謝
の
念
を
抱
く
一
方
で
、
姫
君
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
運
命
を
痛
感
し
て

い
る
「
少
将
」
の
心
情
。

c　

少
将
の
想
い
に
喜
び
は
感
じ
る
が
、
姫
君
と
の
主
従
関
係
か
ら
受
け
入
れ
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て

い
る
「
侍
従
」
の
心
情
。

d　

姫
君
か
ら
返
事
が
も
ら
え
た
こ
と
に
感
激
す
る
一
方
で
、
そ
の
こ
と
で
新
た
な
執
着
心
が
わ
き
上

が
っ
て
い
る
「
少
将
」
の
心
情
。

e　

侍
従
の
助
言
を
あ
り
が
た
く
思
う
も
の
の
、
外
聞
が
気
に
な
っ
て
少
将
と
の
関
係
に
踏
み
出
せ
な

い
で
い
る
「
姫
君
」
の
心
情
。
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４　

傍
線
部
⑤
「
武
蔵
野
の
ゆ
か
り
の
草
の
露
ば
か
り
わ
か
紫
の
心
あ
り
せ
ば
」
に
つ
い
て
、
こ
の
歌
を

詠
ん
だ
人
物
の
心
情
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。	

カ

a　

せ
め
て
、
侍
従
が
自
分
を
気
遣
っ
て
く
れ
る
く
ら
い
、
姫
君
も
自
分
の
こ
と
を
想
っ
て
い
て
く
れ

れ
ば
い
い
の
に
と
嘆
い
て
い
る
。

b　

姫
君
を
想
っ
て
い
た
は
ず
が
、
侍
従
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
気
づ
き
、
身
の

振
り
方
を
思
い
悩
ん
で
い
る
。

c　

姫
君
の
心
を
自
分
の
も
の
に
し
た
い
が
、
今
、
自
分
の
手
元
に
あ
る
の
は
草
の
露
と
涙
で
濡
れ
た

こ
の
袂
だ
け
だ
と
悲
し
ん
で
い
る
。

d　

草
場
の
露
の
話
題
だ
け
が
姫
君
と
自
分
の
心
を
つ
な
ぐ
よ
す
が
で
あ
る
の
で
、
そ
の
わ
ず
か
な
希

望
に
す
が
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

e　

自
分
が
姫
君
を
想
う
気
持
ち
の
強
さ
と
同
じ
く
ら
い
、
姫
君
も
自
分
の
こ
と
を
想
っ
て
い
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
る
。

５　

傍
線
部
⑦
「
お
ぼ
し
め
し
出
し
な
ん
や
」
の
品
詞
の
説
明
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の

中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

キ

a　

動
詞
＋
助
動
詞
＋
動
詞
＋
助
動
詞
＋
助
詞

b　

動
詞
＋
動
詞
＋
助
動
詞
＋
助
動
詞
＋
助
詞

c　

名
詞
＋
動
詞
＋
助
詞
＋
助
詞

d　

名
詞
＋
動
詞
＋
助
動
詞
＋
助
詞
＋
助
詞

e　

動
詞
＋
助
動
詞
＋
助
動
詞
＋
助
詞
＋
助
詞

６　

傍
線
部
⑨
「
白
露
を
と
も
に
お
き
居
て
は
か
な
く
も
秋
の
夜
す
が
ら
明
か
し
つ
る
か
な
」
は
、「
誰

が
」「
誰
に
」
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
伝
え
る
歌
か
。
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ

の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ク

a　

三
の
君
が
、
少
将
に
、
秋
の
夜
を
と
も
に
過
ご
し
た
嬉
し
さ
と
朝
の
一
人
の
寂
し
さ
を
伝
え
る
歌
。

b　

少
将
が
、
姫
君
に
、
昨
夜
一
緒
に
過
ご
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
辛
く
思
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
歌
。

c　

三
の
君
が
、
少
将
に
、
い
つ
も
と
違
う
昨
夜
の
少
将
の
様
子
を
不
安
に
思
う
気
持
ち
を
伝
え
る
歌
。

d　

姫
君
が
、
少
将
に
、
昨
夜
と
も
に
過
ご
し
た
こ
と
に
、
ま
だ
戸
惑
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
歌
。

e　

侍
従
が
、
少
将
に
、
少
将
が
帰
っ
た
あ
と
、
寂
し
そ
う
に
し
て
い
た
姫
君
の
様
子
を
伝
え
る
歌
。
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７　

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ケ

a　

少
将
は
、
姫
君
に
た
び
た
び
歌
を
贈
る
が
、
姫
君
は
一
度
も
返
歌
を
詠
ま
な
か
っ
た
た
め
、
侍
従

が
気
を
遣
っ
て
少
将
を
慰
め
る
歌
を
贈
っ
た
。

b　

侍
従
は
少
将
へ
の
同
情
か
ら
、
姫
君
が
詠
ん
だ
歌
に
添
え
て
、
自
分
が
詠
ん
だ
歌
も
姫
君
が
詠
ん

だ
歌
と
偽
っ
て
、
少
将
に
届
け
た
。

c　

少
将
は
、
自
分
が
姿
を
消
す
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
三
の
君
の
反
応
を
見
る
が
、
三
の
君
は
少
将

を
慕
う
一
途
な
気
持
ち
を
少
将
に
伝
え
た
。

d　

少
将
は
、
姫
君
、
三
の
君
、
侍
従
の
三
人
の
女
性
に
求
愛
す
る
が
、
そ
の
優
柔
不
断
さ
の
せ
い
で
、

誰
か
ら
も
返
事
が
来
な
く
な
っ
た
。

e　

何
も
知
ら
な
い
三
の
君
の
け
な
げ
な
様
子
に
心
打
た
れ
た
少
将
は
、
姫
君
へ
の
思
い
を
断
ち
切
り
、

三
の
君
を
大
切
に
し
よ
う
と
考
え
た
。

８　

本
文
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
成
立
と
さ
れ
る
『
住
吉
物
語
』
と
い
う
作
品
の
一
部
で
あ
る
。
鎌
倉
時

代
初
期
以
後
に
成
立
し
た
作
品
の
み
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら

一
つ
選
び
な
さ
い
。

コ

a　

堤
中
納
言
物
語
・
宇
治
拾
遺
物
語
・
平
家
物
語

b　

夜
の
寝
覚
・
今
昔
物
語
集
・
十
訓
抄

c　

狭
衣
物
語
・
讃
岐
典
侍
日
記
・
新
古
今
和
歌
集

d　

平
治
物
語
・
古
今
著
聞
集
・
千
載
和
歌
集

e　

と
は
ず
が
た
り
・
愚
管
抄
・
古
今
著
聞
集
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４
問　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
訓
点
を
省
い

た
部
分
が
あ
る
。

商　
君　
者
、
衞　
之　
諸　
庶し
ょ　

孼げ
つ　

子し　

也
。
名
ハ

鞅あ
う

、
姓
ハ

公　
孫　
氏
。
其
ノ

祖
ハ

本も
と　

姫　
姓　

也
。
鞅　
少わ
か
ク
シ
テ

好
二 ミ

刑　
名　
之　
學
一 ヲ

、
事
二 ヘ

魏
ノ

相　
公　
叔し
ゆ
く　

痤ざ
一 ニ

、
爲
二 ル

中　
庶　
子
一 ト

。
公　

叔　
痤　
知
二 ル

モ

其
ノ

賢
一 ナ

ル
ヲ

、
①
未
レ

及
レ

進
。
會
た
ま
た
ま

　

痤　
病
ム

。
魏
ノ

惠　
王　
親
み
づ
か
ラ

往
キ
テ

問
レ フ	

病
ヲ

。
曰
ク

、
公　
叔　
病
ム

。
有
レ ラ

バ

如
レ キ

不
レ ル

ガ

可
レ カ

ラ

諱さ
ク

、
②
將
レ

柰
二

社　
稷　
何
一

。
公　
叔　

曰
ク

、
痤　
之　
中　
庶　
子　
公　
孫　
鞅
ハ

、
年　
雖
レ モ

少
シ
ト

有
二 リ

奇
才
一

。
願
ハ
ク
ハ

王　
擧
レ ゲ

テ	

國
ヲ

而　
聽
レ カ

ン
コ
ト
ヲ

之
ニ

。
③
王　
嘿も

く　

然ぜ
ん

。
王　
且
レ ニ

去
ラ
ン
ト

。
痤　
屛
し
り
ぞ

レ ケ

人
ヲ

言
ヒ
テ

曰
ク

、
王　
卽も
シ

不
レ ハ

聽
レ カ

用
レ フ

ル
ヲ

鞅
ヲ

、
④
必　
殺　
之
、
無　
令　
出　 　

。
王　
許　
諾
シ
テ

而　
去
ル

。
公　
叔　

痤　
召
レ シ

鞅
ヲ

、
⑤
謝　
曰
、
今い　

者ま

、
⑥
王　
問　
可　
以　
爲　
相　
者
。
我　
言
レ フ

若
ヲ

。
王
ノ

色　
不
レ

許
レ サ

我
ニ

。
我　
方
ニ

先
レ ニ

シ
テ

君
ヲ

後
レ ニ

ス

臣
ヲ

。
因
リ
テ

謂
レ ヘ

リ

王
ニ

。
卽
シ

弗
レ ハ

用
レ ヒ

鞅
ヲ

、
當
レ ニ

殺
レ ス

之
ヲ

。
王　
許
レ ス

我
ニ

。
汝　
可
二 シ

疾
す
み
や
か
ニ

去
一 ル

矣
。
且
レ ニ

見
レ レ

ン
ト

禽と
り
こニ
セ

。
鞅　
曰
ク

、
⑦
彼　
王　

不　
能　
用　
君　
之　
言　
任　
臣
、　
　

安　
能　
用　
君　
之　
言　
殺　
臣　
乎
。
卒
ニ

不
レ

去
ラ

。

惠　
王　
旣
ニ

去
リ
テ

、
而　
謂
二 ヒ

テ

左　
右
一 ニ

曰
ク

、
公　
叔　
病　
甚
ダ
シ

。
悲
シ
イ

乎
、
欲
レ ス

令
三 ン

ト

寡　

人
ヲ
シ
テ

以
レ テ

國
ヲ

聽
二 カ

公　
孫　
鞅
一 ニ

也
。
豈
ニ

不
レ ラ

ン

悖も
と
ラ

哉
。

（『
史
記
』「
商
君
列
傳
第
八
」
よ
り
）

商
君
…
…
鞅
は
秦
に
よ
っ
て
商
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
で
商
君
と
い
う
。

庶
孼
子
…
庶
孼
は
妾
腹
の
子
の
こ
と
。

魏
相
…
…
戦
国
時
代
の
魏
の
国
の
大
臣
。

中
庶
子
…�

本
来
公
孫
に
仕
え
る
職
で
あ
る
が
当
時
は
大
夫
の
家
に
も
置
か
れ
た
。
舎
人
よ
り
は
身
分
が

高
い
。

不
可
諱
…
人
の
避
け
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
。
す
な
わ
ち
、
死
を
指
す
。

社
稷
…
…
社
は
土
地
の
神
、
稷
は
穀
物
の
神
。
転
じ
て
宗
廟
ま
た
は
国
家
を
指
す
。



二
六
の
一
九

１　

傍
線
部
①
「
未
レ

及
レ

進
」
の
解
釈
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び

な
さ
い
。

ア

a　

魏
王
は
鞅
の
推
薦
を
必
ず
し
も
望
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。

b　

ま
だ
魏
王
に
鞅
を
推
薦
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
。

c　

魏
王
に
鞅
を
推
薦
す
る
こ
と
は
た
め
ら
わ
れ
た
。

d　

ま
だ
魏
王
に
鞅
を
推
薦
す
る
よ
う
な
立
場
で
は
な
か
っ
た
。

e　

魏
王
か
ら
鞅
を
推
薦
す
る
ま
で
も
な
い
と
断
ら
れ
た
。

２　

傍
線
部
②
「
將
レ

柰
二

社
稷
何
一

」
の
解
釈
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一

つ
選
び
な
さ
い
。

イ

a　

今
後
の
魏
の
国
家
運
営
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。

b　

現
在
の
魏
の
国
の
政
治
は
一
体
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
だ
ろ
う
か
。

c　

こ
れ
か
ら
も
で
き
る
だ
け
魏
の
国
家
を
運
営
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

d　

ど
う
し
て
い
つ
ま
で
も
魏
の
国
家
の
行
く
末
を
心
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

e　

こ
れ
か
ら
魏
の
国
家
を
ど
の
よ
う
に
治
め
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

３　

傍
線
部
③
「
王
嘿
然
」
と
あ
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
か
ら
そ
の
よ
う
な
態
度
を
国
王
が

と
っ
た
の
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ウ

a　

公
孫
鞅
が
国
の
政
治
の
あ
り
様
を
婉
曲
的
に
批
判
し
た
か
ら
。

b　

公
叔
痤
が
話
し
た
内
容
に
心
か
ら
賛
同
し
納
得
し
た
か
ら
。

c　

公
孫
鞅
の
言
い
方
が
国
王
に
対
す
る
礼
を
失
し
て
い
た
か
ら
。

d　

公
叔
痤
の
言
う
こ
と
に
素
直
に
同
意
で
き
な
か
っ
た
か
ら
。

e　

公
孫
鞅
の
言
い
方
が
あ
ま
り
に
唐
突
で
理
解
で
き
な
か
っ
た
か
ら
。

４　

傍
線
部
④
「
必
殺
之
、
無
令
出

」
は
公
叔
痤
が
魏
王
に
向
か
っ
て
言
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
公
叔
痤

が
こ
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
理
由
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な

さ
い
。

エ

a　

用
い
ら
れ
な
い
こ
と
を
不
満
に
思
う
公
孫
鞅
が
反
乱
を
起
こ
す
こ
と
を
警
戒
し
た
た
め
。

b　

国
王
に
対
し
て
従
順
で
は
な
い
公
孫
鞅
の
墓
は
わ
ざ
わ
ざ
作
る
必
要
が
な
い
た
め
。

c　

公
孫
鞅
の
溢
れ
る
ほ
ど
の
才
を
逆
に
他
国
が
利
用
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
。

d　

魏
に
従
わ
な
い
の
な
ら
ば
、
公
孫
鞅
を
謀
略
に
か
け
る
こ
と
も
し
か
た
な
い
た
め
。

e　

公
孫
鞅
が
他
国
に
逃
亡
し
、
魏
王
の
命
令
を
無
視
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
。



二
六
の
二
〇

５　

傍
線
部
⑤
「
謝
曰
」
と
あ
る
が
、
こ
の
発
言
は
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
を
指
す
の
か
。
最
も
適
切
な
も

の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

オ

a　

今
者
〜
爲
相
者
。

b　

今
者
〜
不
許
我
。

c　

今
者
〜
因
謂
王
。

d　

今
者
〜
王
許
我
。

e　

今
者
〜
且
見
禽
。

６　

傍
線
部
⑥
は
「
お
う
も
っ
て
し
ょ
う
と
な
す
べ
き
も
の
を
と
ふ
」
と
読
む
。
返
り
点
の
正
し
い
文
と

し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
～
ｅ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

カ

a　

王　
問
下

可
二

以　
爲
一レ

相　
者
上

b　

王　
問
レ

可
二

以　
爲
レ

相　
者
一

c　

王　
問
三

可
二

以
レ

爲
レ

相
レ

者
一

d　

王　
問
三

可
二

以　
爲
レ

相　
者
一

e　

王　
問
二

可
レ

以
レ

爲
レ

相　
者
一

７　

傍
線
部
⑦
「
彼
王
不
能
用
君
之
言
任
臣
、

安
能
用
君
之
言
殺
臣
乎
」
は
公
孫
鞅
が
公
叔
痤
に
向

か
っ
て
発
言
し
た
内
容
で
あ
り
、
文
脈
上
、「
Ａ
が
な
い
の
に
Ｂ
が
あ
る
は
ず
が
な
い
」
と
い
う
意
味

に
な
る
。
Ａ
と
Ｂ
の
内
容
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一

つ
選
び
な
さ
い
。

キ

a　

Ａ　

魏
王
が
公
孫
鞅
を
信
頼
す
る
こ
と

　
　

Ｂ　

魏
王
が
公
叔
痤
を
宰
相
の
座
か
ら
降
ろ
す
こ
と

b　

Ａ　

魏
王
が
公
叔
痤
を
宰
相
の
座
か
ら
降
ろ
す
こ
と

　
　

Ｂ　

魏
王
が
公
孫
鞅
を
宰
相
に
す
る
こ
と

c　

Ａ　

魏
王
が
公
叔
痤
の
進
言
を
聞
く
こ
と

　
　

Ｂ　

魏
王
が
公
孫
鞅
を
登
用
す
る
こ
と

d　

Ａ　

魏
王
が
公
孫
鞅
を
登
用
す
る
こ
と

　
　

Ｂ　

魏
王
が
公
孫
鞅
を
殺
す
こ
と

e　

Ａ　

魏
王
が
公
叔
痤
に
宰
相
の
地
位
に
留
ま
っ
て
ほ
し
い
こ
と

　
　

Ｂ　

魏
王
が
公
叔
痤
以
外
を
宰
相
に
登
用
し
よ
う
と
す
る
こ
と



二
六
の
二
一

８　

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ク

a　

魏
の
宰
相
、
公
叔
痤
が
臣
下
と
し
て
の
秩
序
を
考
え
た
時
、
ま
ず
最
初
に
自
ら
の
後
任
推
挙
の
話

を
す
べ
き
な
の
は
魏
の
国
王
だ
と
思
っ
た
。

b　

魏
の
恵
王
は
、
公
叔
痤
が
公
孫
鞅
を
宰
相
に
推
し
た
話
を
聞
き
、
病
の
た
め
に
心
が
乱
れ
た
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
の
だ
と
思
っ
た
。

c　

公
孫
鞅
は
、
魏
の
宰
相
で
あ
る
公
叔
痤
の
発
言
を
聞
き
、
国
王
へ
の
説
明
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
不

信
感
が
あ
っ
た
の
で
、
出
国
し
な
か
っ
た
。

d　

魏
の
宰
相
、
公
叔
痤
が
魏
王
に
対
し
て
話
す
内
容
と
公
孫
鞅
に
対
し
て
話
す
内
容
を
変
え
た
の
は
、

魏
国
の
将
来
を
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

e　

魏
の
恵
王
は
、
公
叔
痤
が
魏
の
国
に
と
っ
て
得
難
い
宰
相
で
あ
っ
た
の
で
、
何
と
か
快
癒
し
て
ほ

し
い
と
国
を
挙
げ
て
病
の
治
療
に
努
め
た
。



二
六
の
二
二（

選
択
問
題　

中
学
校
）

第
５
問　

次
の
１
・
２
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

１　

次
の
(1)
と
(2)
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
告
示
の
中
学
校
学
習
指
導
要
領　

国
語
に
お
け
る
「
第
１　

目
標
」
と
「
第
３　

指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
」
に
示
さ
れ
て
い
る
事
柄
で
あ
る
。

ア

・

イ

に
該
当
す
る
も
の
を
、
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選

び
な
さ
い
。

(1)　

言
葉
が
も
つ
価
値
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
言
語
感
覚
を
豊
か
に
し
、
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関

わ
り
、
国
語
を
尊
重
し
て

ア

。

a　

社
会
生
活
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
る

b　

そ
の
能
力
の
向
上
を
図
る
態
度
を
養
う

c　

言
語
文
化
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

d　

そ
の
特
質
を
理
解
す
る
た
め
の
素
養
を
高
め
る

e　

社
会
生
活
に
必
要
な
能
力
の
向
上
を
図
る

(2)　

単
元
な
ど
内
容
や
時
間
の
ま
と
ま
り
を
見
通
し
て
、
そ
の
中
で
育
む
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け

て
、
生
徒
の
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
を
図
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、

イ

、
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
な
ど
を
理
解
し
自
分
の
思
い
や
考
え
を
深
め
る
学
習
の
充
実

を
図
る
こ
と
。

a　

思
考
力
や
想
像
力
、
そ
し
て
言
葉
に
よ
る
見
方
や
考
え
方
を
働
か
せ

b　

伝
え
合
う
力
、
思
考
力
や
想
像
力
を
養
い
、
学
習
活
動
を
通
し
て

c　

他
教
科
等
と
の
関
連
を
考
慮
し
な
が
ら
、
言
語
活
動
を
通
し
て

d　

学
習
活
動
を
通
し
て
、
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
働
か
せ

e　

言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
言
語
活
動
を
通
し
て



二
六
の
二
三

２　

次
の
(1)
〜
(3)
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説　

国
語
編
』

に
示
さ
れ
て
い
る
「
内
容
」
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

(1)　

次
の
文
章
は
、
第
３
学
年
の
内
容
１
〔
知
識
及
び
技
能
〕
(2)
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項
の

「
情
報
の
整
理
」
に
関
す
る
解
説
の
一
部
で
あ
る
。
文
章
中
の

ウ

に
該
当
す
る
も
の
を
、

あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

　

情
報
化
が
進
展
し
様
々
な
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
情
報
の
信
頼
性
を
十

分
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
情
報
を
受
信
す
る
際
に
も
発
信
す
る
際
に
も
、

ウ

な
ど
、
情

報
の
信
頼
性
に
つ
い
て
確
か
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

a　

そ
の
情
報
の
事
実
関
係
や
裏
付
け
る
根
拠
、
一
次
情
報
の
発
信
元
や
発
信
時
期

b　

そ
の
情
報
の
出
典
や
具
体
的
な
内
容
、
一
次
情
報
の
発
信
元
や
発
信
時
期

c　

そ
の
情
報
の
出
典
や
具
体
的
な
内
容
、
一
次
情
報
と
二
次
情
報
と
の
関
連
性

d　

そ
の
情
報
の
事
実
関
係
と
そ
れ
を
裏
付
け
る
根
拠
、
一
次
情
報
と
二
次
情
報
と
の
関
連
性

e　

そ
の
情
報
の
事
実
関
係
と
そ
れ
ら
を
裏
付
け
る
情
報
源
、
一
次
情
報
の
発
信
元
や
発
信
方
法

(2)　

次
の
文
章
は
、
第
２
学
年
の
内
容
２
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
Ｂ
書
く
こ
と
の
「
考
え

の
形
成
、
記
述
」
に
関
す
る
解
説
の
一
部
で
あ
る
。
文
章
中
の

エ

に
該
当
す
る
も
の
を
、

あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

　

根
拠
の
適
切
さ
を
考
え
る
と
は
、

エ

を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
根
拠
が
確
か
な

事
実
や
事
柄
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
自
分
の
考
え
が
事
実
や
事
柄
に
対
す
る
適
当
な
解
釈

か
ら
導
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
適
切
さ
を
考
え
る
観
点
と
な
る
。

a　

書
こ
う
と
す
る
内
容
が
自
分
の
思
想
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

b　

表
現
し
よ
う
と
す
る
根
拠
が
自
分
の
考
え
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

c　

書
こ
う
と
す
る
根
拠
が
自
分
の
考
え
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

d　

表
現
し
よ
う
す
る
内
容
が
自
分
の
考
え
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

e　

表
現
し
よ
う
と
す
る
根
拠
が
自
分
の
思
想
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か



二
六
の
二
四

(3)　

次
の
文
章
は
、
第
１
学
年
の
内
容
２
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
Ｃ
読
む
こ
と
の
「
言
語

活
動
例　

ウ
」
に
関
す
る
解
説
の
一
部
で
あ
る
。
文
章
中
の

オ

に
該
当
す
る
も
の
を
、
あ

と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

　

多
様
な
情
報
を
得
て
、
考
え
る
と
は
、

オ

、
そ
れ
ら
を
基
に
自
分
の
考
え
を
も
つ
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
多
様
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。

　

ま
と
め
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
印
刷
し
た
り
掲
示
し
た
り
、
そ
れ
を
使
っ
て
報
告
し
た
り
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
学
校
図
書
館
や
地
域
の
図
書
館
な
ど
の
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
小
学
校
に
お
い
て
、
本
な

ど
の
種
類
や
配
置
、
探
し
方
に
つ
い
て
の
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
利
用
方
法
等
を

確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

a　

文
章
を
批
判
的
に
読
み
な
が
ら
、
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
理
解
し

b　

資
料
や
機
器
な
ど
を
用
い
情
報
を
集
め

c　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

d　

複
数
の
資
料
か
ら
情
報
を
取
捨
選
択
し

e　

本
や
新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
集
め
た
情
報
を
活
用
し



二
六
の
二
五

（
選
択
問
題　

高
等
学
校
）

第
５
問　

次
の
１
・
２
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

１　

次
の
(1)
〜
(3)
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
告
示
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領　

国
語
に
お
け
る
「
国
語

総
合
」
の
「
３　

内
容
の
取
扱
い
」、「
国
語
表
現
」
の
「
２　

内
容
」
及
び
「
現
代
文
Ｂ
」
の
「
１　

目
標
」
に
示
さ
れ
て
い
る
事
柄
で
あ
る
。

ア

〜

ウ

に
該
当
す
る
も
の
を
、
あ
と
の

ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
、
(1)
は
「
国
語
総
合
」、
(2)
は
「
国
語

表
現
」、
(3)
は
「
現
代
文
Ｂ
」
に
示
さ
れ
て
い
る
事
柄
で
あ
る
。

(1)　

書
く
こ
と
を
主
と
す
る
指
導
に
は

ア

単
位
時
間
程
度
を
配
当
す
る
も
の
と
し
、
計
画
的

に
指
導
す
る
こ
と
。

a　

10
〜
20

b　

20
〜
30

c　

30
〜
40

d　

10
〜
30

e　

20
〜
40

(2)　

話
題
や
題
材
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
て
ま
と
め
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
伝
え
る
た
め
の
資
料
を
、

イ

こ
と
。

 

a　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
活
用
し
て
表
現
す
る

b　

情
報
と
情
報
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
編
集
す
る

c　

引
用
の
仕
方
や
出
典
の
示
し
方
な
ど
に
注
意
し
て
表
現
す
る

d　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
て
編
集
す
る

e　

図
表
や
画
像
な
ど
も
用
い
て
編
集
す
る

(3)　

近
代
以
降
の
様
々
な
文
章
を
的
確
に
理
解
し
、
適
切
に
表
現
す
る
能
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
も

の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
深
め
、

ウ

こ
と
に
よ
っ
て
、
国
語
の
向
上
を
図
り
人
生

を
豊
か
に
す
る
態
度
を
育
て
る
。

a　

言
語
感
覚
を
磨
く

b　

進
ん
で
読
書
す
る

c　

主
体
的
に
学
ぶ

d　

自
ら
考
え
、
行
動
す
る

e　

お
互
い
に
伝
え
合
う



二
六
の
二
六

２　

次
の
(1)
と
(2)
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説　

国
語
編
』

に
お
け
る
「
第
１
節　

国
語
総
合
」
及
び
「
第
６
節　

古
典
Ｂ
」
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

(1)　

次
の
文
章
は
、「
第
１
節　

国
語
総
合
」
の
「
３　

内
容
」
に
関
す
る
解
説
の
一
部
で
あ
る
。
文

章
中
の

エ

に
該
当
す
る
も
の
を
、
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

　
「
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
豊
か
に
」
す
る
た
め
に
は
、

エ

、
思
索
し
た
り

し
て
、
文
章
を
読
み
味
わ
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
生
徒
は
自
ら
の
心
情
を
豊
か
に

し
、
思
考
力
や
想
像
力
を
伸
ば
し
、
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
対
し
て
自
分
な
り
の
考
え
を
も
つ

よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

a　

書
き
手
の
意
図
を
と
ら
え
、
共
感
し
た
り
、
疑
問
に
思
っ
た
り

b　

書
き
手
の
意
図
を
と
ら
え
、
批
評
し
た
り
、
疑
問
に
思
っ
た
り

c　

書
き
手
の
意
図
を
と
ら
え
、
共
感
し
た
り
、
想
像
し
た
り

d　

作
品
の
主
題
を
と
ら
え
、
批
評
し
た
り
、
疑
問
に
思
っ
た
り

e　

作
品
の
主
題
を
と
ら
え
、
共
感
し
た
り
、
批
評
し
た
り

(2)　

次
の
文
章
は
、「
第
６
節　

古
典
Ｂ
」
の
「
４　

内
容
の
取
扱
い
」
に
関
す
る
解
説
の
一
部
で
あ

る
。
文
章
中
の

オ

に
該
当
す
る
も
の
を
、
あ
と
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

　
「
文
語
文
法
の
指
導
は
読
む
こ
と
の
学
習
に
即
し
て
行
」
う
と
い
う
考
え
方
は
従
前
と
同
様
で
あ

り
、
文
語
文
法
の
指
導
は
、
文
章
の
読
み
を
確
か
な
も
の
に
し
た
り
、
深
く
読
み
味
わ
っ
た
り
す
る

た
め
に
行
う
と
い
う
原
則
的
な
考
え
を
こ
こ
で
明
示
し
て
い
る
。

　
「
必
要
に
応
じ
て
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
学
習
も
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
と
し
た
の
は
、
文
語
文

法
を
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
形
で
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
一
層
古
典
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
広
げ
、

そ
の
こ
と
が
読
む
こ
と
の
学
習
に
も
生
か
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

オ

を
適
切
に
判
断
す
る
と
と
も
に
、
文
語
文
法
の
暗
記
に
偏
る
な
ど
、
興
味
・
関
心
を
広

げ
る
こ
と
を
軽
視
し
た
指
導
に
陥
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
と
工
夫
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

a　

生
徒
個
々
の
興
味
・
関
心
に
応
じ
て
、
学
習
の
必
要
性
の
有
無

b　

生
徒
の
理
解
の
度
合
い
に
応
じ
て
、
学
習
の
必
要
性
の
有
無

c　

学
習
の
ね
ら
い
に
応
じ
て
、
そ
の
よ
う
な
学
習
の
必
要
性
の
有
無

d　

学
習
の
到
達
度
に
応
じ
て
、
そ
の
よ
う
な
学
習
の
必
要
性
の
有
無

e　

生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
、
そ
の
よ
う
な
学
習
の
必
要
性
の
有
無







H31

中学校　国語　　高等学校　国語

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 c b d a e d c a e a b e c a d
配点 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
備考

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 c d b a e d e d d c a b
配点 3 3 4 3 3 3 3 3 3 4 4 4
備考

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 b c a e d a b b c e
配点 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
備考

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 b e d c e a d b
配点 3 3 3 3 3 3 3 4
備考

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 b e a c d
配点 3 3 3 3 3
備考

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 c e b a e
配点 3 3 3 3 3
備考

第1問

第2問

第3問

第４問

第５問
（中学校）

第５問
（高等学校）


